
市
内
初
の
保
育
園
を
開
設

　
昭
和
30
年
5
月
、
永よ

う
興こ

う

寺じ（
寺
台
）に
、

市
内
で
初
め
て
の
保
育
園
、「
成
田
保

育
園
」
が
開
園
。
当
時
、
市
民
か
ら
強

い
要
望
が
あ
っ
た
児
童
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
円
通
寺（
大
室
）、
宗
吾
霊

堂
内
に
保
育
園
が
開
園
し
、
児
童
福
祉

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

成
田
高
校
野
球
部
が

夏
の
甲
子
園
へ

　
昭
和
30
年
、
成
田
高
校
野
球
部
が
大

活
躍
。
県
下
に
〝
成
高
旋
風
〞
が
吹
き

荒
れ
ま
し
た
。
当
時
、
夏
の
甲
子
園
大

会
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
県
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
南
関
東
大
会
で
優
勝
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
成
田
高
校
は
、

県
大
会
決
勝
で
千
葉
高
校
を
破
り
、
南

関
東
大
会
に
歩
を
進
め
、
勢
い
そ
の
ま

ま
に
数
々
の
強
豪
校
を
破
り
優
勝
。
夏

の
甲
子
園
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
2
年
目
を
祝
福
す
る
よ
う

な
偉
業
に
、
市
民
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
壮
行
会
は
盛
大
を
極
め
た
と
の
こ

と
で
す
。
選
手
た
ち
は
、
成
田
山
新
勝

寺
に
必
勝
を
祈
願
し
、
勇
躍
し
て
成
田

を
後
に
し
ま
し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
2

回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

京
成
成
田
駅
の

新
駅
舎
が
完
成

　
昭
和
33
年
9
月
、
門
前
町
に
ふ
さ
わ

し
く
、
和
風
の
趣
の
あ
る
京
成
成
田
駅

の
新
駅
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
着
工
は

同
年
4
月
。
成
田
山
新
勝
寺
の
参
拝
月

で
あ
る
9
月
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
、

工
期
約
5
カ
月
の
突
貫
工
事
で
し
た
。

新
市
庁
舎
が
完
成

　
市
制
施
行
当
初
の
市
庁
舎
は
旧
成
田

町
役
場
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1

町
6
カ
村
が
合
併
し
た
た
め
手
狭
で
あ

り
、
庁
舎
移
転
と
新
市
庁
舎
建
設
の
必

要
性
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
建
設
地
決
定
後
、
木
更
津
航
空
自
衛

隊
の
派
遣
を
要
請
し
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

に
よ
る
造
成
工
事
が
行
わ
れ
、
45
日
間

で
整
地
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
②

発
展
へ
の
足
固
め

「
観
光
と
農
業
の
ま
ち
」
を
旗
印
に
船
出
し
た
新
生
成
田
市
で

し
た
が
、
石
原
貞
三
市
長
が
病
気
の
た
め
2
年
5
カ
月
で
辞
任
。

昭
和
31
年
11
月
の
市
長
選
挙
で
当
選
し
た
藤
倉
武
男
氏
は
「
健

全
な
る
田
園
観
光
都
市
の
完
成
を
目
指
し
て
前
市
長
の
諸
政
策

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
」
と
所
信
表
明
し
、
4
期
14
年
に
わ
た

る
市
政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

成田高校野球部が夏の甲子園大会に出場成田高成田高成田高成田高成田高校野球校野球校野球校野球校野球部が夏部が夏部が夏部部が夏夏部 の甲子の甲子の甲子の甲子子園大会園大会園大会園大会園大会園大 に出場に出場に出場に出場に
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久住支所（旧久住村役場）

遠山支所（旧遠山村役場）

花
見
」
が
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
成
田
の
お
ど
り
花
見
は
、

毎
年
4
月
3
日
に
旧
成
田
町
の
女に
ょ
人に

ん

講こ
う

の
皆
さ
ん
が
、
神
社
仏
閣
な
ど
に
参
詣

し
弥み
ろ
く勒
踊
り
を
奉
納
す
る
、
約
3
0
0

年
の
伝
統
を
継
承
す
る
行
事
で
す
。

新
た
な
工
場
が
進
出

　
昭
和
30
年
代
、
市
内
の
主
要
な
産
業

は
農
業
で
あ
り
、
ま
た
工
業
の
中
心
は
、

よ
う
か
ん
を
主
と
す
る
食
品
工
業
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
雇
用
の
創
出

に
は
限
界
が
あ
り
、
市
の
財
政
強
化
を

図
る
た
め
に
も
工
場
誘
致
は
不
可
欠
で

し
た
。

　
昭
和
36
年
9
月
、
市
の
誘
致
運
動
が

功
を
奏
し
、
エ
ス
エ
ス
製
薬
の
進
出
が

決
定
。

　
昭
和
39
年
7
月
、
南
平
台
に
成
田
工

場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
4
月
に
起
工
式
を
行
い
、

同
年
10
月
に
完
成
。
東ひ
が
し
く
に
な
る
ひ
こ

久
邇
稔
彦
親
王

を
は
じ
め
7
0
0
人
も
の
来
賓
を
迎
え
、

新
市
庁
舎
落
成
式
を
挙
行
。
式
は
、
市

制
施
行
5
周
年
記
念
式
典
、「
世
界
連

邦
平
和
都
市
宣
言
」
記
念
式
典
も
兼
ね

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
に
業
務
を
一
本
化

　
市
制
施
行
と
同
時
に
、
旧
6
カ
村
の

村
役
場
に
は
「
支
所
」
が
置
か
れ
、
戸

籍
・
証
明
・
徴
税
な
ど
の
業
務
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
業
務
内
容
の
検

討
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
36
年
3

月
31
日
に
廃
止
。
翌
日
か
ら
市
役
所
本

庁
に
業
務
が
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
成
田
の
お
ど
り
花
見
」が

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　

昭
和
39
年
4
月
、「
成
田
の
お
ど
り
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公津支所（旧公津村役場）

八生支所（旧八生村役場）

中郷支所（旧中郷村役場）

豊住支所（旧豊住村役場）

公公公公公公公

「昭和30～39年の出来事」
Narita Chronicle

　昭和39年10月10日に開会した東
京オリンピック。同年9月7日に沖縄
に到着した聖火は全国各地をリレー。
10月6日、大勢の市民が歓喜に沸く
なか、聖火は市内を通過し、東京に
向かいました。
　当時の広報紙は、「オレンジ色に輝
く聖火は、白煙をなびかせて成田市
内8カ所を次々とリレー」（「成田市政
だより（昭和39年10月30日号）」から）
と伝えています。

五輪の聖火が市内をリレー

大勢の市民に歓迎される聖火リレー

昭和30年 3月 第1回市議会議員選挙

昭和31年11月 市長選挙で藤倉武男氏が当
選

昭和33年10月 新市庁舎が完成

昭和35年 7月
成田山が国鉄（現JR）の周
遊指定地（国鉄が指定する
観光地）に

昭和36年 4月 市役所本庁に業務を一本化

昭和37年10月 市内初の鉄筋校舎、成田
小学校校舎が完成

昭和39年 8月 国鉄成田駅前～薬師堂～
成田山門前が一方通行に
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